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【
問
】
市
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
計

画
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、計
画
策

定
後
の
説
明
会
の
予
定
は
。

【
答
】
基
本
構
想
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、伺
っ
た
意
見
を
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
。今
後
は
、基
本
計
画
の
住
民
説
明
会
を

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
市
内

５
カ
所
で
開
催
し
、意
見
集
約
を
行
っ
て
い

く
。

【
問
】
来
庁
者
用
駐
車
台
数
の
考
え
方
は
。

【
答
】
必
要
駐
車
台
数
を
約
３
０
０
台
と
し
て

お
り
、現
在
の
２
５
４
台
よ
り
増
加
し
て
、

駐
車
場
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

る
。行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
Ｄ
Ｘ

化
な
ど
に
よ
り
将
来
的
に
来
庁
者
数
の
減

少
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、適
正
な
駐
車
台
数

に
つ
い
て
引
き
続
き
精
査
し
て
い
く
。

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

新本庁舎整備の計画状況を確認

委 員 会 で 調 査 を 行 い ま し た

5
月
30
日

　

本
庁
舎
等
整
備
基
本
計
画
素
案
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
防
災
拠
点
と
し
て
広
い
駐
車
場
が
あ
る

こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
思
う
が
、考

え
は
。

【
答
】
市
役
所
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、北

側
に
隣
接
す
る
公
園
な
ど
も
あ
る
た
め
、周

辺
施
設
等
を
一
体
的
に
考
え
な
が
ら
、今
後
、

防
災
対
策
を
担
う
危
機
管
理
課
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
デ
ザ
イ
ン
性
や
シ
ン
ボ
ル
性
を
重
視
す

れ
ば
高
額
に
な
る
。品
質
や
瑕
疵
担
保
契
約

の
延
長
な
ど
に
費
用
を
か
け
て
ほ
し
い
が
、

考
え
は
。

【
答
】
そ
れ
ら
を
重
視
し
て
費
用
を
増
大
さ
せ

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
持
っ
て
い
な
い
。そ

の
金
額
の
中
で
豊
川
ら
し
さ
を
ど
う
表
現

す
る
の
が
よ
い
か
、意
見
を
頂
け
た
ら
と
考

え
て
い
る
。

委員会で行った調査について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？

　議員全員が参集する本会議
の下審査機関として、専門的・
能率的な審査や、重要な事柄
についての調査をするための
会議です。

常 任 委 員 会
　部門別に、本会議から付託された議案や送付された陳情の審査、所管する
事項の調査などを行う委員会で、以下の４つの委員会があります。
総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、財務部、消防本部、他	
	 	 の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関す	
	 		ること

特 別 委 員 会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的
に審査や調査を行う委員会です。政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、
決算特別委員会があります。

本
庁
舎
等
整
備
基
本
計
画
素
案

Q

A

こ ん な こ と を 聞 き ま し た

現在の市役所本庁舎
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【
問
】
橋
上
駅
舎
化
の
工
事
中
、現
駅
舎
の
西
側

に
仮
駅
舎
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、仮

駅
舎
が
必
要
に
な
っ
た
理
由
は
。

【
答
】
自
由
通
路
新
設
及
び
橋
上
駅
舎
化
の
工

事
中
は
、現
駅
舎
を
撤
去
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
た
め
、工
事
中
も
安
全
な
利
用
が
可

能
と
な
る
よ
う
仮
駅
舎
を
設
置
す
る
。な
お
、

東
側
に
は
路
線
運
行
の
た
め
の
重
要
な
信

号
・
通
信
機
器
の
施
設
が
あ
る
た
め
、支
障

と
な
ら
な
い
西
側
と
し
た
。

【
問
】
工
事
中
、バ
ス
停
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は

ど
う
な
る
の
か
。

【
答
】
利
用
者
に
不
便
と
な
ら
な
い
よ
う
、な
る

べ
く
駅
の
近
く
の
配
置
を
検
討
し
、Ｊ
Ｒ
と

調
整
し
て
い
く
。

【
問
】
４
年
度
と
比
較
し
て
事
業
費
が
７
・
８
億

円
増
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
要
因
は
。

ま
た
、今
後
さ
ら
な
る
増
額
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
は
。

【
答
】
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、２
年

度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、材
料
費

が
約
26
％
、建
設
物
価
が
約
37
・
５
％
上
昇

し
た
こ
と
が
要
因
。Ｊ
Ｒ
か
ら
は
、今
後
の

物
価
上
昇
を
勘
案
し
て
い
る
た
め
、基
本
的

に
増
額
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。予
測
で
き

な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
、Ｊ
Ｒ
と
別

途
協
議
す
る
。

【
問
】
Ｊ
Ｒ
の
工
事
費
負
担
が
約
２
千
万
円
と

の
こ
と
だ
が
、少
額
に
思
え
る
。認
識
は
。

【
答
】
費
用
負
担
は
国
土
交
通
省
の
要
綱
に
基

づ
き
算
出
し
て
い
る
。地
上
駅
と
し
て
建
設

し
た
場
合
の
仮
想
整
備
費
か
ら
、現
在
の
駅

舎
の
残
存
価
格
を
除
い
た
額
が
、鉄
道
事
業

者
の
負
担
と
な
る
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

　

６
年
度
都
市
整
備
部
の
所
管
施
設
に
お
け
る
指
定

管
理
者
の
指
定
方
針
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

豊川駅東駐車場はじめ４施設の指定方針を定める

駅橋上化に係る工事協定の締結を予定

委 員 会 で 調 査 を 行 い ま し た

6
月
18
日

6
月
18
日

　

愛
知
御
津
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
６
年
度
の
指
定
管
理
料
が
増
加
し
て
い
る

要
因
は
。

【
答
】
人
件
費
の
高
騰
分
に
加
え
、交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
や
新
紙
幣
に
対
応
し
た
機
器
の
導
入

を
予
定
し
て
お
り
、精
算
機
の
リ
ー
ス
料
、電

子
決
済
手
数
料
等
の
増
加
に
よ
る
も
の
。

【
問
】
利
用
者
満
足
度
調
査
で
、豊
川
駅
東
駐
車
場

で
は
施
設
の
案
内
表
示
で
約
１
割
が
、愛
知
御

津
駅
前
公
共
駐
車
場
で
は
総
合
的
な
利
用
満

足
度
で
約
３
割
が
不
満
・
大
い
に
不
満
と
回
答

し
て
い
る
。そ
の
要
因
と
改
善
策
は
。

【
答
】
前
者
は
、逆
走
や
一
旦
停
止
無
視
を
す
る
車

が
あ
る
、後
者
は
、歩
行
者
が
駐
車
場
内
に
設

置
さ
れ
た
歩
道
を
通
行
し
て
い
な
い
と
の
意
見

が
あ
る
。利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、指
定

管
理
者
か
ら
個
別
に
注
意
を
呼
び
掛
け
る
と

と
も
に
、進
入
禁
止
等
の
看
板
を
分
か
り
や
す

く
設
置
す
る
な
ど
、改
善
を
図
る
。

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

６
年
度
都
市
整
備
部
の
所
管
施
設
に
お
け
る

指
定
管
理
者
の
指
定
方
針

愛
知
御
津
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業

ＪＲ愛知御津駅の完成イメージ
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　豊川市は、アメリカ合衆国カリフォ

ルニア州キュパティーノ市と姉妹都市

提携を結び、今年で４６周年を迎えま

す。

　姉妹都市提携以来、キュパティーノ

市とは毎年派遣交流を行ってきました

が、新型コロナウイルス感染症の影響

により中止となっていました。

　今年、５年ぶりに交流が再開され、

１９名の使節団が豊川市議会にも訪

れ、議場を見学されました。

6月27日（木）から7月3日（水）まで
の7日間、豊川市に滞在し、交流を
深めました。

キュパティーノ市中学生使節団が豊川市議会を訪れました

6月28日（金）議場にて

陳情を審査しました

陳情第1号 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情
陳情者　政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛を求める愛知県民の会

代表　高木　健吉、石原　　悟

陳情第2号 最低賃金の全国一律化と大幅引き上げ、中小企業支援の拡充と公正取引を求める意見書の
提出を求める陳情

陳情第3号 公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の制定を求める意見書の提出
を求める陳情

陳情第4号 住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求める意見書の提出を求める
陳情

陳情第5号 地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

陳情第6号 保育所職員の人材定着・確保のため保育士配置基準と公定価格を抜本的に改善し、離職
しない保育職場の実現を求める意見書の提出を求める陳情

陳情第7号 介護・障害福祉職場の１人夜勤をなくし、複数配置を基準とすることを求める意見書の提出を
求める陳情

陳情第8号 「１年単位の変形労働時間制」導入のための条例制定ではなく、教職員の長時間過密労働
解消のための施策を求める意見書の提出を求める陳情

陳情者　春の自治体キャラバン実行委員会　代表　西尾　美沙子

陳情第9号 ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求する意見書の提出を求める陳情

陳情者　中川　智代

結 果 陳情第１号から陳情第９号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

※　　国や県に対して意見書の提出を求める陳情などは、申し合わせにより各派交渉会において「聞きおく」とし、全議員にその写
しを配付します。そこで「聞きおく」とされた陳情のうち、陳情内容により意見書や決議の発議が必要と各会派が判断した場合、
定例会本会議の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。

　　　今期定例会においては、陳情第９号について意見書及び決議の発議の申し出があり、各派交渉会において協議を行った結果、
決議が発議されることとなりました。

決議を議決しました→ P.6


